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・ 「東京支部の会貝増強にご協力を」

・ 「高等教育と女性」シリーズ③ 中村久田美さん

「
東
京
支
部
の

会
員
増
強
に
ご
協
力
を
」

東
京
支
部
長

比
留
間
淑
乃

爽
や
か
な
初
夏

の
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
日
頃
は
東

京
支
部
に
ご
協
力

ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
、
全
協
会
貝
の
三
分
の
一
を
占
め

る
東
京
支
部
の
支
部
長
の
大
役
を
お
引
受

け
す
る
こ
と
に
な
り
、
会
貝
と
し
て
ま
だ

日
も
浅
く
、
正
直
に
申
し
て
戸
惑
い
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

昨
夏
は
、
横
浜
に
て
第
二
十
五
回
I
F

日
W
国
際
会
議
が
行
お
れ
、
大
き
な
盛
り

上
が
り
を
み
せ
、
大
学
婦
人
協
会
の
役
割

の
重
要
性
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
本
部
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
と
協

会
設
立
五
十
周
年
の
記
念
事
業
が
、
併
せ

て
行
わ
れ
る
予
定
と
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

戦
後
婦
人
参
政
権
が
行
使
さ
れ
て
か
ら
五

十
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
し
か
し
、
必
ず

し
も
ま
だ
男
女
が
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
決
定
、

意
志
決
定
に
平
等
に
参
加
で
き
て
い
る
と

は
思
え
ま
せ
ん
。
女
性
の
自
覚
と
意
識
の

向
上
が
な
お
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
会
貝
の
現
況
を
見
ま
す
と
、
若

手
会
貝
が
手
薄
い
状
況
に
あ
り
、
一
方
、

高
齢
化
し
て
い
く
現
象
も
否
め
ま
せ
ん
。

会
貝
殻
も
減
少
し
て
お
り
、
会
費
収
入
を

主
な
財
源
と
し
て
企
画
運
営
し
て
お
り
ま

す
支
部
と
し
て
も
、
大
き
な
問
題
で
あ
り

ま
す
。
私
ど
も
も
、
こ
の
事
に
つ
い
て
早

急
に
考
、
え
、
努
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
す

が
、
な
お
一
層
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

先
達
の
方
々
が
努
力
さ
れ
築
き
上
げ
ら

れ
た
東
京
支
部
。
私
と
も
役
員
委
貝
が
知

恵
を
出
し
合
っ
て
、
時
代
に
即
応
し
た
企

画
を
立
て
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。皆

様
か
ら
も
、
ど
し
ど
し
ご
意
見
や
ご

提
案
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
諦
演
会
、
講
座
、
見
学
会
、

サ
ー
ク
ル
等
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
誘
い
合
ね
せ
の
う
、
え
、
多
数
の
ご

参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
の
日
本
は
、
想
像
を
絶
す
る
出
来

事
に
遭
遇
し
続
け
、
混
迷
を
極
め
て
お
り

ま
す
が
、
ど
ん
な
世
の
中
に
あ
っ
て
も
、

会
貝
同
志
豊
か
な
心
で
結
ば
れ
あ
っ
て
い

た
い
も
の
で
す
。

ど
う
ぞ
会
貝
の
皆
様
の
温
か
い
お
導
き

と
お
力
添
え
を
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

東
京
支
部
総
会
報
告

一
九
九
六
年
支
部
総
会
は
四
月
二
十
日

(
土
)
国
立
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

支
部
会
員
数
六
〇
五
名
中
、
出
席
者
数

五
十
五
名
、
委
任
状
提
出
者
数
二
八
九
名

で
総
会
は
成
立
。

松
沢
支
部
長
の
挨
拶
が
あ
っ
て
議
事
に

入
り
、
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
会
計
監

査
報
告
が
終
り
、
一
九
九
六
年
度
事
業
計

画
案
及
び
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
承
認
さ

れ
た
。
続
い
て
新
支
部
長
、
新
役
貝
が
承

認
さ
れ
、
比
留
間
新
支
部
長
の
挨
拶
と
新

役
貝
、
新
委
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

つ
い
で
富
樫
会
貝
部
委
員
長
よ
り
、
会

貝
増
加
へ
の
協
力
依
頼
の
お
話
が
あ
っ
た
。

最
後
に
今
年
度
か
ら
会
長
に
な
ら
れ
た

丸
山
新
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
、
ほ
ぼ

予
定
通
り
の
進
行
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
国

際
会
議
が
大
成
功
を
納
め
、
こ
れ
か
ら
は

新
た
に
若
い
会
貝
の
増
加
が
必
須
で
そ
れ

が
こ
の
会
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
の
思
い

で
の
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

暫
時
休
憩
の
後
、
記
念
講
演
は
元
東
大

教
授
で
解
剖
学
者
、
賽
老
孟
司
氏
の
「
心

の
時
代
、
か
ら
だ
の
時
代
」
、
難
し
い
が
興

味
あ
る
人
間
の
脳
の
仕
組
み
を
拝
聴
し
た
。

(
関
口
瑞
穂
)
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1996年度予算

1996/4/ 1 -1997/3/31

(単位:円) (単位:円)

1 995年度大学婦人協会東京支部決算報告
1995/4/ 1 -1996/3/31

収入の部

科 目 予算額 決算舗 差 額 備 考 予算禎 備 考 

! 会 費 収 入 1.500.000 1,722.000 222.000 579口分 1.500.000 羊3.000×500口 

!I基本財産利息収入 90.000 66.031 -23.969 65.000 

IⅡ 連用財産利息収入 2.000 2.148 148 2.000 

IV 寄 付 収 入 400.000 398.584 -1.416 有志・バザー寄付、参加費 400.000 有志・バザー寄付、参加費 

V 嬢 収 入 30.000 51.280 21.280 費助会員急騰、6入会識窪他 30.000 義朗会員遭付会、入会還付金 

当 期 収 入 合 計 2.022.000 2.240.043 218.043 1.997.000 

同 期 繰 越 金 1.363.507 1.363.507 0 935.196 

収 入 合 計 3.385.507 3.603.550 218.043 2.932.196 

科 目 予算額 決算額 差 額 備 考 予算靭 備 考 

!管 埋 貫 1.180.000 1.175.002 -4.998 1.240.000 

(I)備 品 費 20.000 23.484 3.484 テプラ(ラベル印刷用) 20.000 

コピー代、文具、他 (2)消音 無 品 貫 120.000 130.273 10.273 コピー代、振込用紙、封筒 140.000 

(3)印 刷音 盤 本 質 50,000 38,605 ー11.395 支部お知らせ、他 50.000 支部お知らせ 

(4)通 信 費 400,000 400.110 110 支部お知らせ、本部会報 他 400.000 支部お知らせ、本部会報 

(5)交 通 費 70.000 68,950 ーl.050 70.000 

本部へ分担金 本部へ分担金 (6)事 務 所 費 100.000 100.000 0 100.000 

(7)事 務 手 当 420.000 413.580 -6.420 事薦員給料一部負担、他 460.000 事着員蛤料一部負地金 

!!運 営 費 120.000 132.149 12,149 145.000 

(重)緯 会 費 60.000 72.194 12.194 会場費、マイク等、菓子代 85.000 会場費、マイク他、菓子代 

(2)委 貝 会 費 60,000 59,955 -45 60.000 

IIl事 業 費 1.000,00 961,203 -38.797 700.000 

(l)遺 骨 650.000 615.303 -34.697 ともしぴ(2回)、国内葵学会、録競合他 600.000 ともしぴ2回、購漬会他 

(2)国内奨学金 (3)IFUW国照合機 
0 350.000 

100.000 

0 

国内奨学金 

345.900 -4.100 !FUW資料袋、名‡し、他 

暮V 予 備 費 20.000 0 -20,000 20.000 

V 基 本 食 積 立 300.000 400.000 100.000 貨付信託 400.000 貸付信託 

当 期 支 出 合 計 2.620.000 2.668.354 48.354 2.505。000 

次 期 練∴越 金 765.507 935.196 169.689 427.196 

支 出 合 計 3,385.507 3,603.550 218.043 2.932.196 

1996年3月31日現在

基本金財政状況:基本金華3.382.540 貸付信託 ……三井信耗銀行 新宿支店

運用財政状況:繰越金 華935.196 普通預金 半805,538……三井信耗銀行 新宿支店

現∴∴金∴羊129 , 658

会 計 山村 敬子 清洲 ひろ子

厳正に藍楽いたしました結果、正庫に記載きれており、間違いないことを柾明いたします。

1996ヰ4月11日 会計藍査 金子 京子 費用 正子

大
学
婦
人
協
会
東
京
支
部

一
九
九
六
年
度
役
貫
・
委
員
名
簿

支
部
長

・
比
留
間
淑
乃

(
日
女
)

副
支
部
長
・
藤
枝
史
子

委 会 書
貝 計 記

・
藤
谷
文
子

関
口
瑞
穂

・
百
束
礼
子

溝
渕
ひ
ろ
子

山
村
敬
子

・
大
島
由
美
子

・
奥
村
礼
子

・
小
坂
順
子

坂
上
栄
美
子

柴
崎
富
子

・
柴
田
和
子

高
井
敬
子

・
時
枝
玲
子

・
中
川
欣
子

中
山
律
子

網
田
真
紀
子

西
尾
順
子

待
場
田
律
子

松
本
佳
子

・
牟
田

繰

・
山
崎
邦
子

会
計
監
査

峯
川
正
子

・
松
沢
美
仁
子

(
茶
)

(
実
)

(
実
)

(
奈
女
)

(
聖
)

(
日
女
)

(
聖
)

(
慶
)

(
日
女
)

(
大
女
)

(
津
)

(
東
女
)

(
聖
)

(
放
送
大
)

(
大
女
)

(
奈
女
)

(
奈
女
)

(
東
女
)

(
大
女
)

(
茶
)

(
実
)

(
東
女
)

(
茶
)

(
津
)

(
五
十
音
順
・
印
新
役
貝
、
委
貝
)
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記
念
講
演

「
心
の
時
代
、
か
ら
だ
の
時
代
」

請
師

養
老
孟
司
氏

「
人
が
死
ぬ
と
何

に
な
る
か
」

い
よ
い

よ
解
剖
の
話
だ
と
思

う
と
緊
張
す
る
。
し

か
し
、
生
死
の
境
は
、

あ
の
世
と
こ
の
世
と

線
を
引
く
よ
う
に
単
純
で
は
な
い
よ
う
だ
。

な
ぜ
解
剖
が
は
じ
ま
っ
た
の
か
。
「
人
の

か
ら
だ
を
「
こ
と
ば
に
し
よ
、
王

と
す
る

か
ら
、
解
剖
が
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
と
ば
に
は
「
モ
ノ
を
切
る
」

性
質
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
著
書
の
中

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

で
は
「
心
と
か
ら
だ
」
は
ど
ん
な
関
係

に
あ
る
の
か
。
心
と
は
生
物
学
で
言
え
ば

脳
の
働
き
ら
し
い
。
先
生
の
脳
の
回
転
の

速
さ
は
行
動
に
も
現
れ
、
少
々
早
口
で
、

黒
板
の
前
を
行
っ
た
り
来
た
り
、
こ
ち
ら

も
必
死
に
目
と
耳
を
働
か
す
。

人
間
は
五
感
か
ら
入
っ
た
も
の
を
一
つ

に
ま
と
め
、
現
実
と
し
て
認
識
し
、
自
分

の
世
界
を
つ
く
り
あ
げ
る
。
こ
の
入
力
に

際
し
て
脳
は
「
重
み
づ
け
」
を
し
て
い
る
。

私
た
ち
は
日
常
的
に
こ
れ
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
好
き
嫌
い
、
す
な
れ
ち
感
情
を

も
つ
。
こ
れ
が
社
会
、
文
化
の
違
い
と
な

り
、
人
々
の
間
に
あ
つ
れ
き
を
生
む
。
な

る
ほ
ど
、
世
界
の
平
和
も
身
近
な
話
に
還

元
で
き
る
と
思
っ
た
。

入
力
に
対
し
、
私
た
ち
の
行
動
は
脳
の

働
き
の
出
力
で
あ
る
。
カ
マ
キ
リ
や
ハ
チ

の
行
動
は
、
以
前
は
本
能
と
い
ね
れ
た
が
、

今
や
遺
伝
子
の
働
き
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
無
意
識
の
か
ら
だ
、

意
識
と
し
て
の
心
、
す
べ
て
を
つ
な
ぐ
言

葉
を
も
っ
て
生
き
て
い
る
。
か
ら
だ
は
無

意
識
的
表
現
を
長
い
間
か
か
っ
て
、
型
と

し
て
覚
え
た
。
日
本
人
は
行
動
の
規
範
と

し
て
修
業
、
道
、
型
を
大
事
に
し
て
き
た
。

言
霊

(
こ
と
だ
ま
)

の
国
と
し
て
、
日

本
は
万
葉
集
の
時
代
か
ら
言
葉
を
大
切
に

し
て
き
て
い
る
。
新
た
な
言
葉
と
型
を
模

索
す
る
時
代
が
始
ま
っ
た
の
だ
と
、
私
の

脳
も
や
っ
と
回
転
し
は
じ
め
た
。

「
あ
あ
す
れ
ば
こ
う
な
る
」
と
い
う
世
の

し
が
ら
み
か
ら
、
高
遠
の
お
花
見
も
あ
き

ら
め
ら
れ
、
楽
し
い
ご
講
演
を
し
て
下
さ

い
ま
し
た
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

(
福
田
文
子
)

善
書
紹
介

「
解
剖
学
教
室
へ
よ
う
こ
そ
」

筑
摩
書
房

「
涼
し
い
脳
み
そ
」文

芸
春
秋
社

支
部
各
係
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

○
会
貝
係

会
員
係
は
、
本
部
並
び
に
支
部
の
会
計

と
連
絡
を
と
り
な
か
ら
、
新
入
会
員
、
退

会
会
貝
等
の
会
貝
デ
ー
タ
の
変
更
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
I
に
入
力
し
て
、
会
貝
状
況
を

正
確
に
把
握
す
る
係
で
す
。
会
報
等
の
発

送
の
た
め
の
タ
ッ
ク
シ
ー
ル
の
印
刷
も
し

ま
す
。

(
チ
ー
フ

中
山
)

○
講
座
・
見
学
係

本
年
度
の
予
定
は
、
豊
住
マ
ル
シ
ア
氏

の
講
演
(
五
月
)
、
女
性
団
会
議
貝
と
の
懇

談
と
国
会
見
学
(
六
月
)
、
セ
ミ
ナ
ー
の
テ

ー
マ
に
沿
っ
た
ビ
デ
オ
「
婦
選
は
鍵
な
り
」

の
上
映
会

(
九
月
)
、
音
楽
会

(
十
月
)
、

「
夫
婦
別
姓
」

に
つ
い
て
の
討
論
会

(
時

期
未
定
)

な
ど
で
、
こ
れ
か
ら
逐
次
企
画

を
立
て
て
ゆ
き
ま
す
。
お
ひ
と
り
で
も
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
で
す
。
ご
提
案
、
ご
企
画
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

(
チ
ー
フ

西
尾
・
待
場
)

○
サ
ー
ク
ル
係

会
員
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
今
一

番
の
課
題
で
あ
る
会
員
増
加
に
少
し
で
も

つ
な
が
れ
ば
と
い
う
願
い
も
こ
め
て
、
新

し
く
「
楽
し
い
俳
句
会
」
「
源
氏
物
語
を
読

む
会
」
も
仲
間
入
り
し
、
サ
ー
ク
ル
活
動

も
い
っ
そ
う
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
サ
ー

ク
ル
紹
介
の
頁
を
ご
覧
く
だ
き
り
、
皆
様

ど
う
ぞ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

(
チ
ー
フ

藤
枝
・
熊
谷
)

O
「
と
も
し
び
」
係

「
と
も
し
ぴ
」
は
、
三
月
と
七
月
の
年
二

回
発
行
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
支
部
の

活
動
状
況
を
詳
し
く
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

が
主
な
も
の
で
、
そ
の
他
、
十
八
号
か
ら

四
号
に
わ
た
っ
て
、
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
高
等
教
育
を
社
会
に
還
元
し
て

お
ら
れ
る
会
貝
を
、
毎
号
一
人
ず
つ
紹
介

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
会
員
の
皆
様
が
意

見
を
自
由
に
発
表
で
き
る
欄
を
設
け
、
開

か
れ
た
会
報
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

(
チ
ー
フ

坂
上
)

○
バ
ザ
ー
係

一
月
の
新
春
の
つ
ど
い
、
四
月
の
東
京

支
部
総
会
、
九
月
の
本
部
セ
ミ
ナ
ー
の
折

に
、
会
場
の
片
隅
で
小
さ
な
店
を
開
い
て

い
る
の
か
、
バ
ザ
ー
係
で
す
。
食
べ
る
物

あ
り
、
身
に
つ
け
る
物
あ
り
、
何
で
も
あ

り
の
バ
ザ
ー
で
す
が
、
頭
を
悩
ま
せ
る
の

は
、
品
物
の
仕
入
れ
で
す
。
こ
の
よ
う
な

物
が
あ
る
の
だ
け
れ
ど
ど
う
か
し
ら
と
い

う
よ
う
な
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

バ
ザ
ー
係
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

パ
ザ
I
の
収
益
は
、
年
間
約
十
万
円
あ

り
、
国
内
奨
学
金
な
ど
に
充
て
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

(
チ
ー
フ

中
川
)
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サ
ー
ク
ル
紹
介

東
京
支
部
に
は
、
次
の
よ
う
な
サ
ー
ク

ル
が
あ
り
ま
す
。
会
場
は
、
①
以
外
は
す

べ
て
大
学
婦
人
協
会
事
務
所
で
す
。
新
設

の
サ
ー
ク
ル
は
、
九
月
か
ら
始
め
る
予
定

で
す
が
、
申
し
込
み
者
が
十
人
未
満
の
場

合
は
中
止
し
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
係

①
漫
歩
く
ら
ぷ
・
英
語
講
座
・
古
典
講
座

問
い
合
わ
せ
先
・
峯
川
正
子
(
電
〇
三
-

三
六
八
四
-
八
三
〇
七
)

②
早
蕨
俳
句
会

日
時
・
毎
月
第
二
月
曜
日

午
後
一
時
よ
り

諮
師
・
村
上
光
子
(
聖
心
女
子
大
卒
「
馬

酔
木
」
同
人

句
集
「
水
仙
花
」
、

旅
行
記
、
え
っ
せ
い
等
発
表
)

問
い
合
ね
せ
先
・
馬
場
八
巻
(
電
〇
三
-

三
三
九
二
-
二
三
三
一
)

雑
詠
三
句
と
席
題
二
句
で
句
会
。
吟
行
、

袋
廻
し
な
ど
時
折
行
う
。
合
同
句
集
「
早

蕨
第
二
句
集
」
近
日
上
梓
予
定
。
会
貝
の

近
詠
を
七
頁
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⑧
読
書
会

日
時
・
毎
月
第
二
火
曜
日

午
後
一
時
半
-
三
時
半

代
表
者
・
岩
野
鈴

問
い
合
わ
せ
先
・
山
田
理
子

(
電
〇
三
-

三
四
〇
二
-
一
二
三
二
)

現
在
は
、
「
雨
月
物
語
」

(
上
田
秋
成
)

を
読
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
「
近
松
」
物

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ひ
ょ
っ
こ
り
の
ぞ

き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

④
「
楽
し
い
俳
句
会
」

(
新
設
)

日
時
・
九
月
よ
り
毎
月
第
四
水
曜
日

午
後
一
時
半
-
三
時
半

諦
師
・
柴
崎
富
子
(
現
東
京
支
部
委
員

津

田
塾
卒

俳
歴
二
十
五
年

俳
人

協
会
会
員

「
春
燈
」
同
人

句

集
「
山
日
和
」

読
売
カ
ル
チ
ャ

ー
新
宿
諦
師
)

申
し
込
み
先
・
海
老
原
典
子

(
電
・
F

〇
三
-
三
三
五
一
-
五
〇
五
六
)

初
心
者
向
き

定
貝
二
十
名

講
師
詠

寄
書
き
に
未
来
ち
り
ば
め
卒
業
す

富
子

⑤
「
源
氏
物
語
を
読
む
会
」
(
新
設
)

日
時
・
九
月
よ
り
毎
月
第
三
第
四
水
曜
日

午
前
十
時
半
̃
十
二
時
半

講
師
・
坂
上
栄
美
子

(
現
東
京
支
部
委
貝

大
阪
女
子
大
卒

源
氏
物
語
講
師

歴
十
五
年
)

申
し
込
み
先
・
平
田
宏
子

(
電
〇
四
七
一

-
四
三
-
一
五
七
三
)

初
心
者
向
き

定
貝
二
十
名

十
年
の
予
定
で
じ
っ
く
り
原
文
を
読
ん

で
い
き
た
い
。
源
氏
物
語
の
舞
台
を
訪
ね

る
旅
も
企
画
予
定
。

見
学

「
女
性
国
会
談
貝
と
の
懇
談
と
国
会
見
学
」

本
年
度
本
部
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ

「
デ

ィ
シ
ジ
ョ
ン
・
メ
ー
キ
ン
グ
へ
の
女
性
の

参
画
」
に
も
と
づ
き
、
東
京
支
部
で
は
六

月
三
日
㈲
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
三
時
三

十
分
ま
で
女
性
国
会
議
員
と
の
懇
談
及
び

国
会
見
学
の
機
会
を
持
っ
た
。

ま
ず
一
時
三
十
分
よ
り
一
時
間
、
参
議

院
議
貝
会
館
第
一
会
議
室
で
、
あ
べ
幸
代
・

大
脇
雅
子
・
岡
崎
ト
ミ
子
・
日
下
部
諮
代

子
・
栗
原
君
子
・
山
東
昭
子
・
千
葉
景
子
・

森
山
真
弓
・
山
崎
順
子

(
円
よ
り
子
)

の

九
氏
(
ア
イ
ウ
エ
オ
順
)
と
の
懇
談
は
「
女

性
の
政
治
参
加
の
現
状
と
、
突
き
当
っ
て

い
る
壁
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
。

暮
ら
し
と
政
治
を
密
着
さ
せ
る
た
め
に
、

女
性
が
政
治
的
意
志
決
定
の
場
へ
一
人
で

も
多
く
進
出
し
(
あ
べ
氏
)
、
法
案
を
議
会

へ
提
出
す
る
道
筋
の
つ
け
方
を
学
び
、
単

な
る
賛
成
、
反
対
で
は
す
ま
さ
れ
ず
、
最

低
0
0
%
の
女
性
議
貝
を
(
大
脇
氏
)

と
の

こ
と
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
さ
ん
が
首
相
に
な
れ

た
の
は
男
性
の
支
持
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

と
は
、
議
員
生
活
十
九
年
の
山
東
氏
の
説

で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
顔
ぶ
れ
の

議
貝
の
審
議
会
の
か
け
持
ち
へ
の
反
省
も

あ
っ
た
。
女
性
の
政
治
参
加
の
層
を
厚
く

す
る
た
め
、
ク
オ
ー
タ
I
制
度
の
導
入
を

進
め
る
必
要
性
は
大
き
く
(
千
葉
氏
)
、
と

か
く
男
性
中
心
に
な
り
が
ち
の
政
治
の
世

界
に
、
両
性
平
等
委
貝
会
を
持
ち
た
い
(
岡

崎
氏
)
。
「
女
性
の
た
め
の
政
治
ス
ク
ー
ル
」

を
作
り
、
政
治
へ
の
チ
ュ
ッ
ク
能
力
を
持

つ
女
性
を
育
て
る
必
要
が
あ
り
(
山
崎
氏
)
、

「
理
屈
は
と
も
か
く
数
が
も
の
一
一
亭
う
政
治

の
世
界
に
女
性
が
増
え
る
こ
と
が
一
番
」

の
森
山
氏
の
説
は
、
今
の
政
治
世
界
の
真

理
と
思
う
。

出
席
者
五
十
名
の
中
か
ら
民
法
改
正
法

案
が
今
国
会
に
提
出
さ
れ
な
い
こ
と
へ
の

質
問
が
出
た
が
、
各
党
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、

意
見
が
あ
る
ら
し
く
確
答
は
得
ら
れ
ず
。

こ
の
後
、
衛
士
の
丁
寧
を
案
内
で
議
事

堂
を
見
学
。
日
本
の
政
策
の
全
て
が
こ
の

中
で
と
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
そ

れ
に
し
て
も
、
「
枕
詞
」
の
よ
う
な
「
女
性

の
た
め
の
」
が
政
治
の
世
界
に
不
必
要
に

な
る
日
は
本
当
に
来
る
の
だ
ろ
う
か
。

(
柴
崎
富
子
)
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講
演
二
題

「
北
京
女
性
会
議
に
つ
い
て
」

(
東
京
・
神
奈
川
支
部
共
催
)

講
師

有
馬
真
喜
子
氏

講
師

房
野

桂
氏

冬
に
し
て
は
ふ
ん
わ
り
と
暖
か
く
、
春

の
近
い
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
渋
谷
駅
か
ら

歩
い
た
私
は
、
汗
ば
む
く
ら
い
だ
っ
た
。

会
場
は
、
新
し
い
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ

ザ
の
二
階
で
、
白
い
壁
に
午
後
の
日
差
し

が
明
る
く
反
射
し
て
い
た
。

こ
す
ニ
…
陣

閉
藍

定
刻
ち
ょ
っ
と
過
ぎ
か
ら
始
ま
っ
た
講

演
は
、
ま
ず
房
野
氏
が
壇
上
に
登
ら
れ
た
。

氏
は
、
会
議
の
開
始
日
か
ら
最
終
日
ま
で

を
、
あ
ら
か
じ
め
私
た
ち
に
渡
さ
れ
て
い

た
五
枚
の
資
料
の
う
ち
の
会
場
の
見
取
図

を
随
時
示
し
な
が
ら
、
逐
次
歯
切
れ
の
よ

い
口
調
で
述
べ
ら
れ
た
。
会
議
に
出
席
し

な
か
っ
た
誰
も
が
、
あ
た
か
も
出
席
し
て

い
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
す
る
ほ
ど
視
覚

に
も
訴
え
、
ま
た
各
会
場
で
の
テ
ー
マ
、

議
長
の
態
度
、
会
議
の
運
び
具
合
い
、
そ

の
場
の
雰
囲
気
を
、
具
体
的
に
生
き
生
き

と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
語
ら
れ
、
そ
の

時
の
熱
気
が
伝
お
っ
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。

有
馬
氏
は
、
政
府
間
会
議
に
焦
点
を
絞

っ
て
話
さ
れ
た
。
氏
は
、
二
十
年
前
の
第

一
回
世
界
女
性
会
議
か
ら
ず
っ
と
関
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
開
会
式
で
、
当
時
の

国
連
事
務
総
長
ワ
ル
ト
・
ハ
イ
ム
氏
が
「
女

性
差
別
ほ
ど
大
か
か
り
な
差
別
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
人
口
の
半
分
は
女
性
な
の
だ
か

ら
」
と
女
性
問
題
イ
コ
ー
ル
差
別
問
題
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
そ
れ
以
来
あ

ら
ゆ
る
女
性
差
別
問
題
が
議
題
と
な
り
、

論
じ
ら
れ
て
き
た
。
東
西
問
題
が
な
く
な

っ
た
北
京
会
談
で
は
、
議
論
が
政
府
間
問

題
で
暗
礁
に
乗
り
上
げ
る
こ
と
は
な
く
な

っ
た
が
、
宗
教
、
民
族
、
文
化
、
伝
統
が
、

深
く
こ
れ
に
関
わ
っ
て
き
た
と
い
う
。

日
本
で
は
、
女
性
問
題
そ
の
も
の
の
位

置
づ
け
が
低
い
こ
と
も
、
氏
の
述
べ
ら
れ

た
と
こ
ろ
だ
。
こ
れ
を
引
き
上
げ
る
の
は
、

女
性
自
身
の
意
識
改
革
以
外
に
は
な
い
わ

け
だ
。

思
う
に
、
女
性
問
題
は
同
時
に
男
性
間

題
で
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、
い
ず
れ
は
、
男

性
も
含
め
た
差
別
問
題
の
討
議
の
場
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

(
石
山
純
子
)

「
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
の
教
育
の
遠
い
」

諦

師

豊
住
マ
ル
シ
ア
氏

現
在
、
神
奈
川
に
お
け
る
多
文
化
共
生

社
会
を
め
ざ
し
て
、
通
訳
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
は
じ
め
、
外
国
人
の
日
本
で
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
の
運
動
等
の
活
躍
を

さ
れ
て
い
る
豊
住
マ
ル
シ
ア
氏
を
お
迎
え

し
、
「
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
の
教
育
の
違
い
」

と
題
し
た
ご
講
演
を
拝
聴
し
た
。

氏
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
に
育

っ
た
日
系
三
世
で
、
二
十
歳
ま
で
ブ
ラ
ジ

ル
で
過
ご
し
障
害
者
教
育
に
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
。
そ
の
後
日
本
に
留
学
、
ブ
ラ
ジ

ル
大
使
館
勤
務
、
日
本
人
と
の
指
婿
、
出

産
、
育
児
を
通
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
培
っ

て
き
た
文
化
や
教
育
と
、
日
本
で
受
け
た

そ
れ
と
の
違
い
に
直
面
し
苦
悩
す
る
な
か

で
、
今
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
着
手
す
る
に

至
っ
た
経
緯
を
お
話
し
下
さ
っ
た
。

氏
が
来
日
し
た
当
初
は
ご
く
わ
ず
か
だ

っ
た
南
米
、
東
南
ア
ジ
ア
、
日
系
ブ
ラ
ジ

ル
人
が
、
今
日
で
は
飛
躍
的
に
増
加
し
て

い
る
。
来
日
し
た
異
文
化
を
持
っ
た
彼
等

が
抱
え
る
問
題
は
多
く
、
女
性
が
関
わ
っ

て
い
く
地
域
社
会
や
教
育
に
関
し
て
は
特

に
多
い
。
氏
は
言
葉
、
習
慣
の
違
い
が
壁

に
な
っ
て
職
場
、
医
療
、
教
育
な
ど
の
現

場
で
困
惑
す
る
人
々
の
た
め
に
、
現
在
地

域
社
会
で
実
践
し
て
お
ら
れ
る
通
訳
翻
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
生
活
支
援
の
状
況
に
つ
い
て
語
ら

れ
た
。
さ
ら
に
、
外
国
人
の
日
本
文
化
へ

の
適
応
を
助
け
る
た
め
に
出
版
し
た
「
英

語
で
ク
ッ
キ
ン
グ
」
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
ク

ッ
キ
ン
グ
」

の
善
書
や
種
々
の
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
等
の
印
刷
物
を
会
場
で
回
覧
し
て
下

さ
っ
た
。

ま
た
、
昨
年
は
北
京
女
性
会
議
の
女
性

の
自
立
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
し
、
貧
困
や
発
展
な
ど
社
会
的
な
環
境

の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
ど
の
国
の
女
性
も

み
な
共
通
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
お
お
い
に
感
激
し
て
帰
国
さ
れ
た

と
の
感
想
を
熱
く
語
ら
れ
た
。
ま
た
、
日

本
人
は
国
際
舞
台
で
の
印
象
が
薄
い
の
で
、

も
っ
と
積
極
的
に
自
己
ア
ピ
ー
ル
を
す
る

よ
う
に
と
の
ご
忠
告
を
頂
い
た
。

最
後
に
、
講
演
会
参
加
者
の
中
か
ら
今

日
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
社
会
問
題
、
N
G
O
活

動
、
男
女
の
雇
用
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て

活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
小
柄
を
身
体
な

が
ら
張
る
パ
ワ
ー
は
大
き
い
氏
の
一
層
の

ご
活
躍
を
期
待
す
る
な
か
、
二
時
間
の
有

意
義
を
講
演
会
が
過
ぎ
た
。
(
牢
固

鯨
)
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「
高
等
教
育
と
女
性
」

-
そ
の
社
会
的
還
元
シ
リ
ー
ズ
③
-

中
村
久
瑠
美
さ
ん

連
休
明
け
の
爽
や
か
を
午
後
、
南
青
山

の
オ
フ
ィ
ス
に
、
弁
護
士
中
村
久
瑠
美
さ

ん
を
訪
ね
た
。
鯨
の
庭
に
画
し
た
部
屋
に

は
い
く
つ
も
絵
が
飾
ら
れ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ナ
ブ
ル
な
中
村
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
い

る
う
ち
に
、
そ
こ
が
法
律
事
務
所
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
。

中
村
さ
ん
は
、
お
茶
大
附
属
高
校
か
ら
、

昭
和
三
十
九
年
に
東
大
文
科
一
類
に
入

学
。
後
、
文
学
部

(
美
術
史
学
科
)

に
転

部
。
大
学
院
修
士
課
程
終
了
。

そ
れ
ま
で
超
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
が
社
会

的
に
目
覚
め
て
い
な
か
っ
た
中
村
さ
ん
に
、

転
機
が
訪
れ
た
。
修
士
一
年
目
に
結
婚
し

た
法
律
家
の
夫
君
を
通
し
て
、
実
学
と
し

て
の
法
律
に
改
め
て
興
味
を
持
ち
家
事
の

か
た
わ
ら
勉
強
を
始
め
る
が
、
同
時
に
女

性
の
個
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は

否
定
さ
れ
、
有
能
な
主
婦
で
あ
る
こ
と
の

み
が
求
め
ら
れ
る
結
婚
生
活
に
絶
望
し
、

子
供
が
生
ま
れ
て
半
年
目
に
離
婚
。
子
育

て
し
な
か
ら
、
法
学
部
に
戻
っ
て
司
法
試

験
に
挑
み
、
一
年
半
で
合
格
!
三
十
才
で

司
法
研
修
所
に
入
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C

で
国
際
比
較
法
の
研
究
な
ど
を
し
た
後
、

青
山
に
法
律
事
務
所
を
構
え
現
在
に
至
る
。

エ
レ
ガ
ン
ト
な
外
見
か
ら
は
想
像
で
き
な

い
芯
の
強
さ
を
垣
間
見
た
。
主
と
し
て
民

事
を
扱
い
、
「
人
生
の
最
も
厳
し
い
時
を
依

頼
者
と
共
有
し
て
い
く
」

こ
と
に
、
生
き

甲
斐
を
感
じ
る
と
い
う
。
講
演
も
多
い
。

老
い
て
い
く
親
の
世
話
や
子
育
て
を
し
な

が
ら
の
女
性
の
仕
事
は
、
家
族
の
無
事
が

大
前
提
で
あ
り
、
「
明
日
は
何
が
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
。
今
で
き
る
事
を
今
の
う
ち

に
す
る
」
女
性
の
生
き
方
、
そ
し
て
、
闘

争
的
で
は
な
く
、
「
柔
よ
く
剛
を
制
す
」
が

ポ
リ
シ
I
と
の
こ
と
。

I
A
U
W
に
は
十
五
年
ほ
ど
前
に
入
会

し
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
チ
ー
フ
も
つ
と
め
た
。

現
在
超
多
忙
の
中
、
国
際
第
二
委
貝
長
と

し
て
も
活
躍
。
「
大
学
婦
人
協
会
は
、
も
っ

と
使
命
感
を
括
っ
て
高
学
歴
女
性
の
社
会

的
還
元
な
ど
を
強
く
打
ち
出
し
、
ガ
ッ
ツ

で
若
い
人
を
ふ
や
し
て
い
か
ね
は
」
と
強

調
さ
れ
る
。
皆
、
同
じ
思
い
に
う
な
づ
く
。

い
ま
話
題
の

「
夫
婦
別
姓
」

に
話
が
及

び
、
一
同
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
こ
こ

で
耳
よ
り
な
話
-
 
。

東
京
支
部
が
企
画
す
れ
ば
、
東
京
弁
護

士
会
女
性
の
権
利
委
貝
会
の
メ
ン
バ
ー
で

も
あ
る
中
村
さ
ん
は
、
喜
ん
で
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
く
だ
ざ
る
と
の
こ

と
。
高
学
歴
女
性
の
、
率
直
で
具
体
的
な

意
見
を
聞
き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
る
。
様
々

な
立
場
か
ら
「
夫
婦
別
姓
」
を
捉
、
え
、
「
改

姓
の
時
期
」
や
「
子
の
氏
の
定
め
方
」
等

に
つ
い
て
も
具
体
的
な
要
望
を
出
し
、
中

村
さ
ん
を
通
し
て
立
法
に
反
映
し
て
い
け

た
ら
す
ば
ら
し
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

早
い
時
期
に
、
ぜ
ひ
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

「
法
律
は
、
人
生
の
集
大
成
、
人
類
の
文

化
遺
産
。
長
い
年
月
調
整
し
な
が
ら
人
生

の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
一
文
に
表
し
た
も
の
。

無
味
乾
燥
に
見
え
る
六
法
全
書
も
そ
の
背

後
に
は
、
人
間
の
う
め
き
、
叫
び
が
間
こ

え
、
大
変
に
奥
が
深
い
。
人
間
の
叡
智
が
、

そ
れ
を
ど
う
判
断
し
運
用
し
て
い
く
か
が

問
題
」
と
心
を
こ
め
て
語
ら
れ
た
の
か
印

象
的
。
法
を
深
く
愛
し
、
学
び
、
そ
の
運

用
に
心
を
く
だ
い
て
お
ら
れ
る
日
常
が
言

葉
に
あ
ふ
れ
、
感
動
し
た
。
女
性
の
職
業

に
つ
い
て
、
「
一
般
職
よ
り
は
専
門
職
の
方

が
継
続
し
や
す
い
。
弁
護
士
な
ど
は
こ
れ

か
ら
開
拓
し
て
い
け
る
分
野
」
と
の
こ
と
。

こ
こ
で
、
中
村
さ
ん
の
ス
ー
パ
ー
ウ
ー

マ
ン
ぶ
り
を
も
う
一
つ
ご
披
露
し
た
い
。

中
村
さ
ん
は
こ
の
四
月
か
ら
、
東
大
大

学
院
の
博
士
課
程
で
、
学
生
時
代
修
士
課

程
ま
で
終
了
し
た
美
術
史
の
勉
強
を
始
め

た
。
か
つ
て
実
学
と
し
て
の
法
律
に
興
味

を
特
ち
、
人
生
の
転
機
を
乗
り
越
え
て
さ

ら
に
深
く
法
律
に
関
わ
っ
て
き
た
中
村
さ

ん
は
、
い
ま
美
術
史
研
究
の
新
し
い
分
野

開
拓
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。
「
日
々
の

生
活
に
密
着
し
て
い
る
法
律
を
通
し
て
見

た
芸
術
や
文
学
の
世
界
」
-
そ
れ
は
机
上

の
学
問
で
は
な
く
、
彼
女
が
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
目
指
す
「
法
と
常
識
と
エ
ロ
ス
」

に
通
じ
る
血
の
通
っ
た
研
究
に
ち
か
い
な

い
。
お
子
さ
ん
も
、
こ
と
し
東
大
博
士
課

程
に
進
ま
れ
た
と
の
こ
と
。
に
こ
や
か
に

語
る
中
村
さ
ん
は
、
本
当
に
若
々
し
く
美

し
か
っ
た
。

楽
し
く
お
話
を
伺
っ
て
い
る
う
ち
に
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
は
過
ぎ
た
。
第
一
印

象
と
は
異
な
る
波
間
に
富
ん
だ
人
生
。
子

育
て
し
な
か
ら
法
律
に
明
け
暮
れ
た
日
々

の
時
間
と
の
戦
い
は
い
か
ば
か
り
か
。
そ

れ
は
、
仕
事
に
勉
強
に
活
動
に
、
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
現
在
も
変
わ
る

ま
い
が
、
明
晰
を
頭
脳
で
現
状
を
正
し
く

掟
、
え
、
「
今
日
分
が
で
き
る
事
」
に
果
敢
に

挑
戦
し
て
き
た
中
村
さ
ん
は
、
い
ま
過
去

の
全
て
を
吸
収
し
て
、
艶
や
か
に
輝
い
て

見
え
た
。
正
に
ス
マ
ー
ト
な
女
性
。
中
村

さ
ん
を
囲
ん
で
の
座
談
会
の
実
現
を
話
し

合
い
な
が
ら
、
心
豊
か
に
帰
途
に
つ
い
た
。
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第
3
9
回
通
常
総
会
に
出
席
し
て

前
副
支
部
長

鈴
木
光
子

四
月
三
日
つ
く
ば
第
一
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
る
全
国
総
会
へ
出
席
の
た
め
東
京
駅

か
ら
バ
ス
に
乗
る
。
久
し
ぶ
り
の
つ
く
ば

市
は
ま
る
で
ア
メ
リ
カ
だ
。
ビ
ル
が
立
ち

並
び
、
広
い
道
を
車
が
勢
い
よ
く
行
き
交

い
、
歩
い
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

総
会
に
先
立
つ
二
日
夜
の
懇
親
会
に
は

県
知
事
も
ご
出
席
、
華
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
の
美
味
な
る
ご
馳
走
に
、
葵
城
支
部

の
方
々
の
ご
苦
労
を
思
い
感
謝
す
る
。

翌
日
の
総
会
に
は
東
京
支
部
か
ら
六
十

余
名
参
加
。
逝
去
会
員
の
ご
冥
福
を
祈
っ

て
黙
醇
の
後
、
青
木
会
長
を
議
長
に
議
事

は
進
む
。
昨
年
の
国
際
会
議
の
報
告
に
、

暑
い
最
中
に
無
我
夢
中
で
働
い
た
あ
の
一

週
間
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
す
。
今
年
は

任
期
満
了
の
理
事
が
多
く
、
大
仕
事
を
終

え
ら
れ
た
会
長
始
め
多
く
の
理
事
が
交
替
。

退
任
理
事
の
紹
介
を
さ
れ
る
会
長
の
思
い

も
一
入
と
感
じ
ら
れ
た
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
若
手
リ
ー
ダ
ー

勝
又
幸
子
様
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
の
参
加
を
呼
び
か
け
ら
れ
た
こ
と
。
若

い
会
員
の
頼
も
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

茨
城
支
部
主
催
見
学
会

筑
波
路
・
結
城
の
里
へ

四
月
二
日
、
ま
だ
桜
も
菅
の
学
園
都
市

つ
く
ば
を
出
発
、
万
葉
の
昔
か
ら
東
歌
に

も
詠
ま
れ
、
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
筑

波
山
が
男
休
、
女
体
の
双
峰
を
み
せ
て
準

え
る
北
関
東
の
広
大
な
平
野
を
パ
ス
は
走

り
、
や
が
て
茨
城
自
然
博
物
館
に
到
着
。

世
界
最
大
と
い
う
松
花
江
マ
ン
モ
ス
の

複
製
を
見
上
げ
な
が
ら
講
堂
へ
。
中
川
志

郎
館
長
よ
り
、
子
供
た
ち
に
壊
さ
れ
る
こ

と
を
恐
れ
ず
「
見
て
、
聞
い
て
、
触
れ
る
」

と
い
っ
た
体
験
を
通
し
て
、
長
い
時
間
を

か
け
て
大
自
然
が
作
り
上
げ
て
き
た
も
の

を
理
解
さ
せ
る
一
方
、
菅
生
沼
対
岸
の
宿

泊
施
設
「
あ
す
な
ろ
の
里
」
ま
で
含
め
た

野
外
施
設
を
も
一
休
に
し
た
活
動
体
験
に

ょ
り
、
豊
か
な
感
性
を
賽
、
ユ
一
十
一
世
紀

型
自
然
博
物
館
と
し
て
、
平
成
六
年
に
開

館
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
正
面
の
幕
が
上

が
る
と
眼
下
に
豊
か
な
自
然
を
残
す
菅
生

沼
の
景
色
が
抜
か
り
、
一
同
思
ね
ず
嘆
声

を
上
げ
る
。

順
路
に
従
っ
て
見
学
、
春
休
み
の
こ
と

と
て
大
勢
の
親
子
が
訪
れ
楽
し
ん
で
い
る
。

三
葉
虫
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
床
に
埋
め
込

ま
れ
た
大
き
な
化
石
、
さ
ま
ざ
ま
な
鉱
物
、

恐
竜
の
骨
。
「
隕
石
を
持
ち
上
げ
て
み
さ
王

に
挑
戦
、
そ
の
重
さ
を
実
感
。
葵
城
の
自

然
他
の
展
示
を
見
、
冬
季
白
鳥
も
飛
来
す

る
と
い
う
菅
生
沼
へ
下
り
る
。
鴬
が
調
り
、

そ
こ
こ
こ
に
鴨
が
群
れ
浮
か
ぶ
。

昼
食
の
後
、
結
城
の
里
詩
織
苑
(
ゆ
う

し
き
え
ん
)

へ
向
か
う
。

古
代
の
絶

(
あ
し
ぎ
ぬ
)

丹
敷
(
に
し

き
)
に
始
ま
り
今
に
伝
ね
る
結
城
紬
の
数
々

と
歴
史
資
料
の
展
示
、
い
ざ
り
機
に
よ
る

実
演
を
見
る
。
良
質
の
萌
を
指
先
で
広
げ

て
袋
状
に
す
る
真
綿
か
け
か
ら
糸
つ
む
ぎ
、

餅
く
く
り
、
染
め
、
織
り
と
重
要
無
形
文

化
財
指
定
を
う
け
た
気
の
遠
く
な
る
よ
う

な
手
技
、
三
十
二
も
の
工
程
を
経
て
織
り

上
げ
ら
れ
る
結
城
紬
の
す
べ
て
を
ビ
デ
オ

で
見
た
後
さ
さ
や
か
な
土
産
を
手
に
、
ご

案
内
く
だ
さ
っ
た
茨
城
支
部
の
方
々
に
感

謝
し
な
が
ら
小
山
駅
で
解
散
。
久
し
振
り

に
会
っ
た
各
支
部
か
ら
参
加
の
友
人
た
ち

と
も
再
会
を
約
し
、
帰
途
に
つ
い
た
。

(
斉
藤
智
恵
)

早
蕨
俳
句
会
会
員
近
詠

村
上
光
子

野
あ
や
め
は
指
貫
の
い
ろ
業
平
忠

地
森
昭
子

初
春
の
舞
台
せ
ま
し
と
と
ん
ぼ
切
る

大
竹
泰
子

一
人
締
凛
と
生
き
た
し
母
の
ご
と

木
下
二
三
子

秋
し
ぐ
れ
来
て
小
鼓
の
乱
調
子

佐
藤
千
鶴
子

空
仰
ぎ
練
の
息
吐
く
落
椿

坂
上
節
子

蟹
が
軒
海
の
色
ひ
く
針
魚
干
す

馬
場
八
巻

心
足
る
霊
的
の
帰
路
や
鰯
雲山

口
晃
子

白
樺
の
芽
吹
く
御
堂
や
ル
オ
ー
の
図

山
田
理
子

亀
鳴
く
や
男
も
す
な
る
耳
飾
り

鷲
崎
ヨ
ウ
子

五
月
来
る
少
年
像
に
小
鳥
の
せ
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は
じ
め
ま
し
て

「
今
年
度
か
ら
の
新
委
貝
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
」

溝
渕
様
の
ご
紹
介
で
四
月
か
ら
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
貝
の
皆
様
の

前
向
き
で
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
お
姿
に
魅
了

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
お
教
え
を
頂
き
な
が

ら
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ば
と
存
じ
ま
す
。

大
島
由
美
子

(
聖
)

昨
年
の
国
際
会
議
の
ご
縁
で
東
京
支
部

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
新
し
い
出
会
い
と
体
験
に

期
待
と
不
安
が
半
々
で
す
が
、
少
し
で
も

皆
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

奥
村
礼
子

(
慶
)

長
い
間
の
主
婦
が
こ
の
よ
う
な
会
の
仕

事
が
で
き
る
か
ど
う
か
不
安
で
す
が
、
新

し
い
生
き
が
い
を
見
つ
け
た
つ
も
り
で
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

小
坂
順
子

(
日
女
)

専
業
主
婦
で
す
が
、
家
族
の
世
話

(
子

ど
も
と
寝
た
き
り
老
人
)

か
ら
解
放
さ
れ

た
こ
こ
十
年
間
は
、
染
色

(
型
染
)

を
学

ん
で
服
地
な
ど
を
染
め
て
展
覧
会
を
す
る

こ
と
と
、
古
典
文
学
講
読
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

柴
田
和
子

(
東
女
)

「
教
養
と
学
問
は
別
の
も
の
」
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。
け
れ
ど
、
呼
応
す
る
も
の
は

無
限
大
と
思
い
ま
す
。
五
十
の
坂
を
下
り

つ
つ
昨
年
四
年
制
を
終
え
ま
し
た
。
よ
き

お
人
に
お
目
に
か
か
る
機
会
を
人
生
の
最

高
の
幸
せ
と
し
て
い
る
私
で
す
。
よ
ろ
し

〇

時
枝
玲
子

(
放
送
大
)

福
岡
県
生
ま
れ
、
大
阪
育
ち
、
埼
玉
在

住
。
趣
味
は
ハ
イ
キ
ン
グ
、
山
登
り
、
音

楽
鑑
賞
。
英
会
話
と
紅
型
梁
の
教
室
に
通

い
、
華
道
と
数
学
を
教
え
、
図
書
館
で
対

面
朗
読
と
布
の
絵
本
拡
大
本
な
ど
の
製
作

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
好
奇
心
旺
盛
で
す
。
よ
ろ
し

○

中
川
欣
子

(
大
女
)

大
学
卒
業
後
、
商
事
会
社
に
一
年
勤
務
、

結
婚
後
は
夫
の
転
勤
に
よ
り
各
地
で
の
生

活
を
体
験
。
二
人
の
娘
は
既
に
結
婚
。
今

後
は
I
A
U
W
を
通
じ
て
、
特
に
若
い
方
々

の
た
め
に
、
何
か
お
役
に
立
て
る
こ
と
が

あ
れ
ば
良
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

山
崎
邦
子

(
東
女
)

初
め
て
大
学
婦
人
協
会
の
活
動
に
関
与

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
先
輩
の
業

績
を
学
び
、
支
部
安
貞
さ
ん
と
の
交
流
か

事
業
報
告
・
予
定

4
月
2
0
日

東
京
支
部
総
会

於
国
立
教
育
会
館

5
月
1
5
日

講
演
「
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
の

教
育
の
違
い
」

講
師

豊
住
マ
ル
シ
ア
氏

6
月
3
日

女
性
国
会
議
貝
と
の
懇
談
と

国
会
見
学

了
月
1
日

「
と
も
し
び
」
第
2
0
号
発
行

お
知
ら
せ

昨
年
八
月
の
国
際
会
議
の
記
録
と
し
て
、

本
部
と
東
京
支
部
と
で
二
種
類
の
ア
ル
バ

ム
を
作
り
ま
し
た
。
事
務
所
の
東
京
支
部

の
戸
棚
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
自
由
に
ご

覧
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

了
月
3
日

バ
ス
ツ
ア
ー
(
財
務
主
催
)

栗
田
美
術
館
他

9
月
n
日

ビ
デ
オ
上
映
会
「
婦
選
は
鍵

な
り
」
-
女
性
参
政
5
0
周
年

記
念
ビ
デ
オ

9
月
2
8
ロ

コ
A
U
W
5
0
周
年
諦
念
パ
ー

テ
ィ
ー

於
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
宿

9
月
2
9
日

J
A
U
W
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ

「
高
等
教
育
と
世
界

の
女
性
I
テ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
・

メ
イ
キ
ン
グ
へ
の
参
画
に
む

1
0
月

u
月
1
 
6
日

ら
得
た
教
訓
を
、
今
後
の
女
子
教
育
に
生

か
し
て
い
け
た
ら
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

1
月

牟
田
緑

(
実
・
茶
院
)

け
て
」

(
本
部
主
催
)

於
ス
ト
ラ
ー
ダ
新
宿

パ
ン
フ
ル
ー
ト
演
奏
会

観
劇
-
新
橋
演
舞
場
(
財
務

主
催
)

新
春
の
つ
と
い
(
本
部
主
催
)

古
代
に
お
い
て
は
、
東
シ
ナ
海
や
日
本

海
を
挟
ん
で
西
日
本
と
朝
鮮
半
島
と
中
国

大
陸
と
は
一
つ
の
文
化
園
で
あ
っ
た
と
い

つ
〇

二
〇
〇
二
年
の
サ
ッ
カ
I
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
日
韓
共
同
開
催
も
、
古
代
の
人
々

の
海
を
囲
ん
だ
交
流
の
よ
う
に
、
韓
国
と

西
日
本
と
で
協
力
し
あ
っ
て
開
催
し
て
は

ど
う
だ
ろ
う
。
北
朝
鮮
も
加
お
っ
た
ら
ど

ん
な
に
す
ぼ
ら
し
い
だ
ろ
う
。

直
接
距
離
に
す
る
と
、
福
岡
I
ソ
ウ
ル

は
福
岡
⊥
思
都
で
し
か
な
い
。
福
岡
I
ピ

ョ
ン
ヤ
ン
で
も
東
京
よ
り
近
い
。

(
S
)

最
近
の
世
相
を
考
え
る
と
、
住
専
問
題

を
初
め
と
し
て
腹
が
立
つ
こ
と
が
多
く
て

や
り
き
れ
な
い
。
立
て
た
腹
は
襟
に
な
る

い
と
ま
が
な
い
。
私
た
ち
女
性
の
問
題
も

山
積
し
て
い
る
が
、
そ
の
上
に
大
き
く
お

お
い
か
ぶ
き
っ
て
い
る
世
の
中
の
理
不
尽
、

矛
盾
の
方
に
、
先
に
目
が
む
け
ら
れ
、
女

性
問
題
は
直
視
さ
れ
ず
、
霧
の
中
で
う
ご

め
い
て
い
る
よ
う
な
も
ど
か
し
さ
を
感
じ

て
い
る
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

(
N
)

と
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び
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〇
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